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１．講義の目的 

本講義は、「持続可能な発展（Sustainable Development）」あるいは「サステイナビリティ

（Sustainability）」という理念（アイデア）・概念（コンセプト）・理論（モデル）を、以下

の 2 つの側面から検討する。第 1 に、開発と環境をめぐる問題の時間的・空間的展開の中

から「持続可能な発展」・「グローバル・サステイナビリティ」の検討を行う。第 2 に、実

際の国際開発や国際開発援助における「持続可能な発展」あるいは「グローバル・サステ

イナビリティ」の政策的応用例を検討する。とりわけ本講義では、「持続可能な発展」のプ

ロセス、特に社会的能力の形成と制度変化のあり方やガバナンスのあり方に着目し、グロ

ーバル・サステイナビリティを実現する国際開発協力のあり方について論じる。 

 

２．講義日程 

第 1部 持続可能な発展（SD）の概念と理論 

1. ガイダンス：持続可能な発展とは？ 4/07 

2. 開発と環境：環境クズネッツ曲線 4/14 

3-4. 持続可能な発展の指標 4/21、4/28 

第 2部 途上国の開発政策と持続可能な発展 

5. 途上国の貧困と開発 5/12  

6. 途上国の開発政策 5/19 

7. 途上国の開発と環境 5/26 

第 3部 国際開発援助と持続可能な発展 

8. 国際開発援助の歴史と制度 6/02 

9-10. 開発援助政策の理論と評価 6/09、6/16 

11-12. 開発援助と地球環境問題 6/23、6/30 

第 4部 新たな開発戦略 

13-14. グローバル・サステイナビリティと国際開発協力 7/07、7/14 

15. まとめと試験 7/21 
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“Sustainable Development is development that meets the needs of the present without compromising 

the ability of future generations to meet their own needs. It contains within it two key concepts: 

■The concept of ‘needs’, in particular the essential needs of the world’s poor, to which overriding 

priority should be given; and 

■The idea of limitations imposed by the state of technology and social organization on the 

environment’s ability to meet present and future needs” (WCED 1987, p.43) 

World’s poor: Essential needs: food, clothing, shelter, and jobs 

Environment’s ability: carrying capacity, environmental capacity 
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